




要約:早期発見・早期教育が広まる中で様々な問題も生じてきている。早期の教育が予後

を大きく左右するという親の思いは、逆にぎこちない母子関係を生み出してしまっている。

育児を通して母子相互が発達をするという観点で療育を見直す必要があろう。ここでは、

母子相互発達という視点で検討すべき点について整理し、その中でも発達の順序性と特異

性について事例報告をした。本事例では、視覚障害によって、一端発達した行為が消失す

ることもあること、前進這い這いよりも後退這い這いが先に出現すること等を明らかにし

た。


